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    (文系編3/7、理系編3/9) 

本年度は、3月7日、9日に第11回研究力アップ講座「共同研究の獲得&マネージメ

ント」をオンラインで開催しました。7日の文系編では、大阪大学大学院法学研究科

の大久保規子教授から、共同研究成功へのプロセスを申請前から採択後に至るま

で、先生の豊富なご経験に基づいた具体例を交えながらお話しいただきました。共

同研究遂行に際しての心構えから事務的な対応まで、心に留めるべき多くの貴重な

アドバイスをいただきました。(参加者32名）9日の理系編では、本学医学系研究科

の平井宏和教授から、共同研究は相互補完と信頼が大事であること、独自性のある

技術を確立できれば共同研究を増やすことができることなど、ご自身の経験をもと

に貴重なアドバイスをいただきました。そして共同研究の運営は何よりGive&Give

の姿勢で進めることが重要とおっしゃられたのが印象的でした（参加者63名）。ど

ちらの講座も終了後、活発な討論が行われ、盛会のうちに終了しました。また、講

座の前には研究活動支援及び共同研究促進助成の利用者による研究成果ポスター発

表が行われました。 

令和3年度研究力アップ講座 開催 

大学幹部向けFDセミナー 開催 

令和４年5月19日、荒牧キャンパスにおいて、大学幹部FDを開催しました。講師

には岡山大学ダイバーシティ推進本部 男女共同参画室長 (岡山大学病院ダイバー

シティ推進センター教授)  片岡仁美氏をお招きし、「持続可能なダイバーシティ推

進の取組みについて‐先進的な岡山大学の事例に学ぶ‐」をテーマにお話しいただ

きました。岡山大学では平成21年にダイバーシティ推進本部が中心となり、推進体

制が組織されましたが、昨年度、広く深い意味でのダイバーシティ&インクルー

ジョンポリシーが策定されました。平成21年度から若手助教を採用し定着させる特

色あるウーマンテニュアトラック制度を実施しており25名の教員を採用、また平成

27年度から女性教員特別承認制度を実施しており、15名の女性上位職を生み出しま

した。現在はJSTのダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業先端型に取組

まれており、令和2年度の女性採用割合は37.8%、在職割合は21.8%となっていま

す。新たな短期海外派遣制度では12名の教員を派遣しています。大学院生からシニ

アまで支援する体制を広げていきたいとのこと。終わりに「女性研究者の上位職登

用に際し、すそ野を広げること、継続することは意義がある」、「女性研究者の横

のつながりにも意義がある」とまとめられました。 

ハイブリット開催であったため、教職員にもセミナーを公開し104名(大学幹部及

び部長を含む28名)もの参加がありました。  
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群大ダイバー     託児補助 

今年度も「群馬大学 業務と育児の両立に関する託児等費用補助」の申請を 

開始しました。入試業務や学会出張の際の託児等の費用の補助を行います。 

申請には諸条件がありますので、詳しくはホームページをご確認ください。 

  託児等費用の補助します 

『産後パパ育休』で育児のシェアを 
男女ともに仕事と育児の両立ができるように、今年度から「出生時育児休業制度」(以下

「産後パパ育休」)が新設されました。これは、従来の育休のほかに出生後8週間以内に、 

4週間までの期間で取得できるものです。 

 「産後パパ育休」で育児をシェアするメリットは? 

◆パートナー(妻)のこころとからだが安定します◆ 

◆パートナー(妻)と信頼関係を築くチャンス◆ 

産後8週間は産褥(さんじょく)期と言い、女性のからだが妊娠前の状態に戻る期間です。生後4

～8週の赤ちゃんは、2～3時間ごとの授乳やおむつ交換などのほか、抱っこしていないと寝ない、

なかなか泣き止まないという悩みも多く、産後の女性は睡眠不足や育児でとても疲れています。 

また、出産によりホルモンバランスが大きく変わるため、一時的に涙もろくなるなど情緒面で

不安定になることがあります。夫が産後パパ育休を取得して育児をシェアしたり、パートナーを

気遣う声掛けをしたりすることで、産後の女性のこころとからだはとても安定し、「産後うつ」

を予防することもできます。 

生まれたばかりの赤ちゃんにも個性があるため、第1子、第2子…それぞれに合わせた育児を試行

錯誤すると思います。特に初めての育児はとても大変ですが、パートナーと一緒に育児に慣れてい

くことができれば、育児の大変さや幸せを共有できると思います。また、お互いに共感的なコミュ

ニケーションが自然にできるようになり、信頼関係がより深まることでしょう。産後パパ育休に限

らず、男性が育児休業を取得すると同様のことがあると思います。 

 一方、産後にカップルの関係性が急に悪化することを

産後クライシスと言い、関係性が回復できる場合と低迷

したままの場合があります。(右グラフ) 

要因には、産後の女性に過重な育児負担があるときに

夫の協力が得られなかったり、お互い共感的なコミュニ

ケーションがとれなかったりすることなどがあるようで

す。特に、出産直後から乳幼児期(2歳まで)は重要な時

期と言われています。 

出生後間もない時期から育児をシェアしていると仕事と育児

を両立するようになった時に、カップルが同じように育児がで

きるため、お互いに安心して働くことができると思います。 

 
男性も育児休業を取得して、子どもの日々の成長を 

パートナーと一緒に見守り、 

かけがえのない時間を共有してみませんか 

出典:渥美由喜、女性の愛情曲線、共同

参画7月号、(株)東レ経営研究所、ダイ

バーシティ&ワークバランス研究部長 

文責:林 はるみ(ダイバーシティ推進センター副センター長・助産師) 
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 出産・育児関係の諸制度（男性教職員向け） 

本学の出産・育児に関する諸制度の一部を抜粋して掲載します。規則改正等により制度が変更になることが

ありますので、申請の際は必ず下記WEBサイトから最新情報をご確認ください。 

群馬大学トップページ → 学内教職員向け情報 → 学内ポータルサイト  

→ 労働条件・諸制度に関するお知らせ → 育児及び介護に関する制度について 

 ＜お問合せ＞ 

 昭和地区以外 

  【育児休業・育児短時間勤務関係】総務部人事労務課人事企画係（内線:7024 E-mail:kk-ajinji1@jimu.gunma-u.ac.jp） 

  【上記以外】総務部人事労務課労務福利係（内線:7028 E-mail:kk-ajinji6@jimu.gunma-u.ac.jp） 

 昭 和 地 区 

  昭和地区事務部総務課労務管理係（内線:7718 E-mail:kk-msomu6@jimu.gunma-u.ac.jp) 
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令和4年度ダイバーシティ推進センター名簿 

平野 瞳子さん(本学技術職員)が令和4年度科学技術分野 

文部科学大臣表彰研究支援賞を受賞 

本学の平野 瞳子さん(医学系研究科技術職員)が、令和4年度の科学

技術分野の文部科学大臣表彰研究支援賞を受賞しました。研究支援賞

は、科学技術の発展や研究開発の成果創出に向けて、高度で専門的な

技術的貢献を通じて研究開発の推進に寄与する活動を行った者につい

て、その功績を讃えることにより、科学技術に携わる者の意欲の向上

を図り、もって我が国の科学技術水準の向上に寄与することを目的と

し、令和2年度に創設された表彰制度です。女性の技術職員が受賞し

た事、大規模大学(採択9件(7大学中、4旧帝大))に割って入っての受

賞である事、日本の医学を支える基礎分野への貢献を理由とする採択

が唯一である事、が今回の受賞のポイントになります。 

 

  

12月 シンポジウム開催 

1月  性の多様性講座開催 

3月  研究力アップ講座開催 

※現時点の予定となりますので変更や    

中止の場合もございます。予めご了承く

ださい。               

【A型】牛久保 美津子(保健学研究科 教授) 

    大庭 志野(保健学研究科 教授) 

    小林 靖子(医学部附属病院 講師) 

    中川 祐子(生体調節研究所 助教) 

【B型】岩本 伸司(理工学府 准教授) 

    黒沢 綾(理工学府 助教) 

    桑名 杏奈(理工学府 助教) 

    小金澤 紀子(医学系研究科 助教) 

    高井 ゆと里(情報学部 准教授) 

    吉田 由香里(重粒子線医学研究センター 助教) 

令和4年度年間スケジュール 

  

7～9月オープンキャンパス参加 

9月 全学懇談会開催 

10月 令和5年研究活動支援事業募集開始 

令 和 4 年 度 

共同研究促進事業 

採 択 者 決 定 


